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1. はじめに
基幹系の業務システムは長らく、社内

上のサーバーにデータを蓄積するオンプ
レミス（自社運用）で稼働してきた。
Delphi/400 のシステムでも、IBM i を
中心にオンプレミス環境で稼働している
ことが多い。

従来はすべてのシステムをオンプレ
ミスで稼働させるのが一般的だったが、
近年は Web を介して稼働するさまざま
なクラウドサービスが台頭しており、そ
れらを業務で活用することも増えてい
る。オンプレミスのシステムとクラウド
サービスは別々に稼働していることが多
いのが現状であり、これらの連携が課題
になることもあるだろう。このようなオ
ンプレミスとクラウドサービスとの連携
でも、Delphi/400 が活用できる。

本稿では、Delphi/400 からクラウド
サービスへのアクセス用に用意された
Enterprise Connectors を 利 用 し て、
IBM i のデータとクラウドサービスを連
携させる方法について紹介する。

2.   Enterprise 
Connectorsとは

Enterprise Connectors とは、エンバ
カデロ・テクノロジーズ社が CData 
Software 社との提携によって、2017 年
から提供を開始したコンポーネント群
で、Delphi/400 に搭載されたデータベー
スエンジン FireDAC を使用してクラウ
ドサービスに接続する。

各クラウドサービスには、それぞれの
ベンダーが提供する Web API があり、
それを使用することで Delphi/400 等の
各種クライアントからクラウドサービス
に接続できた。しかし「クラウドサービ
スごとに接続する API の仕様が異なり、
個別に API の仕様を調査の上、実装し
なければいけない」「API 側の仕様の
アップデート間隔が短いことが多く、仕
様変更の都度、個別に修正を実装しなけ
ればならない」など、課題が多いのが現
状である。

また API の基本設計自体が変わる、
たとえばデータ形式そのものが XML か

ら JSON に変更された例も存在する。
Enterprise Connectors は、こういっ

たベンダー側の API 仕様をラッピング
し、FireDAC の共通インターフェース
で活用できるようにした。これにより各
種クラウドサービスに対して、IBM i や
オープン系の DB へのアクセスと同様
に、SQL やストアドプロシージャを使
用してアクセスできる。【図 1】

Enterprise Connectors のサブスクリ
プションには、主要な約 80 種類のクラ
ウドサービスに接続可能な「Enterprise」
版と、約 150 種類のクラウドサービス
に接続可能な「Enterprise Plus」版が
存在する。

本稿ではこれらの中から代表的なも
のとして、業務に限らず広く使われてい
る Twitter および Google スプレッド
シートを取り上げ、Delphi/400 と連携
可能な利用例について紹介する。

これらの連携を使用すれば、たとえば
「IBM i 上の売上データをもとに Google 
Drive 上に Google スプレッドシートを
作成する」「IBM i 上の余剰在庫情報を
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図2　Enterprise	Connectorsの取得

図1　Enterprise	Connectorsの概要
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のフォルダを指定する。また「UseRow 
Numbers」や「RTK」といったパラメー
タを【図 6】のように設定する。

次に、接続する CSV を準備する。本
稿のサンプルでは、【図 7】のようなレ
イアウトで「WORKCSV.csv」という
サンプル CSV を作成した。CSV のファ
イル名は、拡張子を除いた「WORKCSV」
部分がテーブル名に、1 行目のカンマ区
切りテキストがそのままフィールド ID
に、2 行目以降のカンマ区切りテキスト
がレコードの内容となる。

（1）		CSVファイルを読み込み、TDBGrid
に表示

画面設計が完了したら、【ソース 1】
のようにロジックを記述する。プログラ
ムを実行して「① SQL SELECT」ボタ
ンを押下することで、CSV の内容が
DB として明細に表示される。【図 8】の
TDBGrid の内容は、単純な全件取得の
結果であるが、一部フィールドだけの取
得や、WHERE 句を使用した絞り込み
も可能である。

FireDAC 接続エディタの設定で、
「UseRowNumbers」を True に指定し
て書き込みを有効にした場合、行番号で
各レコードをユニークキーとするための

「RowNumber」というフィールドも追
加される。【図 8】では明示的に表示さ
れたままにしているが、通常は列ごと非
表示に設定しても問題ない。

（2）		IBM	i から取得したデータをもとに
CSVファイルにレコードを追加

次に、【ソース 2】のようにロジック
を記述する。顧客コードに値を入力して

「②登録」ボタンを押すと、IBM i から
条件に合致するデータを取得し、その結
果 を SQL の INSERT 文 を 使 用 し て
CSV に行を追加できる。【図 9】

5.   クラウドサービスへ
の接続・活用方法

前章では、Enterprise Connectors の
基本的な開発について紹介したが、ここ
では具体的なクラウドサービスの連携例
として、業務に限らず広く一般でも使用
さ れ る Twitter お よ び Google Apps

（Google ス プ レ ッ ド シ ー ト お よ び
Google Drive）について紹介する。

FireDAC Components」を使用して、
CSV ファイルにアクセスする方法を紹
介する。

CSV といえば、通常は TStringList
などで読み書きすることが多いが、
Enterprise Connectors の使用によっ
て、CSV データに対して、一般的な
DB アクセスと同様に SQL を使用した
データの抽出や更新が可能になるメリッ
トがある。

それでは、具体的なサンプル作成を通
じて開発方法を紹介する。今回のサンプ
ルでは「CSV ファイルを読み込み、
TDBGrid に表示」「IBM i から取得し
たデータをもとに CSV ファイルにレ
コードを追加」の 2 つの機能を実現する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームの上にコンポーネントを配
置する。

まず Enterprise Connectors で CSV
に接続してデータを読み書きするための
コンポーネントとして、「CData CSV 
FireDAC Components」をインストー
ル し た 際 に 追 加 さ れ る コ ネ ク タ ー

「TFDPhysCDataCSVDriverLink」 を
配置する。

こ れ は IBM i へ の 接 続 に お け る
TFDPhysCO400DriverLink に相当し、
Enterprise Connectors はコネクターご
とのドライバリンクコンポーネントを定
義するのがポイントである。また通常の
FireDAC接続と同様にTFDConnection・
TFDQueryと、取得結果を画面に表示す
るTDataSource・TDBGrid を配置する。

次に IBM i に接続してデータを取得
す る コ ン ポ ー ネ ン ト 群 と し て、
TFDConnection・TFDQuery および、
IBM i に接続するためのコネクターと
な る TFDPhysCO400DriverLink を 配
置する。

あとは処理実行のために TEdit や
TButton などを配置した結果、【図 5】
のような画面になる。

そして TFDConnection をダブルク
リックして、FireDAC 接続エディタを
開き、ドライバ ID に「CDataCSV」を
選択する。すると【図 6】のように、接
続時の各種パラメータが自動でセットさ
れる。

ローカルの CSV ファイルに接続する
場合は、「URI」パラメータに対象 CSV

もとに、Twitter にキャンペーン情報を
ツイートする」といった使い方ができる。

なおEnterprise Connectors は、
Delphi/400 Version 10.2 Tokyo からの
対応となっており、本稿のサンプルでも
同バージョンを使用している。また本稿
で 扱 う そ れ ぞ れ の コ ネ ク タ ー は、

「Enterprise」版のサブスクリプション
で利用可能である。

3.   Enterprise 
Connectorsの 
インストール

Enterprise Connectors は、Delphi/ 
400 のオプションのライセンス製品であ
るが、アップデートサブスクリプション
が有効な Delphi/400 10.2 Tokyo をご
利用であれば「Enterprise」版を無償で
取得できる。

まず、エンバカデロ・テクノロジーズ
社のサイト（https://reg.codegear.com/
srs6/promotion.jsp?promoId ＝ 561）
にアクセスし、Delphi 購入時のシリア
ルナンバーを入力して Product Key を
取得する。【図 2】

次 に CData Software 社 の サ イ ト
（https://www.cdata.com/firedac/
download/）にアクセスし、必要なコネ
クターを選択すると【図 3】のような画
面が表示される。それぞれのコネクター
は独立しており、コネクターごとに専用
のインストーラと、それによってインス
トールされる専用のコンポーネントが個
別に存在する。

先ほどの Product Key とそれを取得
するために使用したメールアドレスを入
力すると、対象のコネクターのインス
トーラがダウンロードされる。

インストールが完了すると、ヘルプド
キュメントがスタートメニューに登録さ
れる。そのコネクター関連の各コマンド
や使用方法が英語で記載されているの
で、開発時の大きな助けになるだろう。

【図 4】

4.   Enterprise 
Connectorsの 
開発方法

本章では、各種コネクターの中でもシ
ン プ ル で 扱 い や す い「CData CSV 
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図4　Enterprise	Connectorsのヘルプドキュメント

図3　Enterprise	Connectorsのインストール
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ユーザー）と自分がフォローしている
ユーザーのツイートが一覧で表示され
る。【図 20】
「②フォローしているユーザーを表

示」「③自分がいいねを押した投稿を表
示」「④フォロワーの一覧を表示」の各
ボタン押下時の結果についても、【図
20】で示したように参照できるので、ぜ
ひ一度試していただきたい。

さ て、 こ こ で 使 用 し た テ ー ブ ル
「Tweets」は、タイムラインを表示する
だけのテーブルではない。キーワードを
指定して検索する機能も持っている。
【ソース 5】のようにロジックを記述

する。WHERE 句にフィールド「Search 
Terms」を指定することで、指定され
たキーワードを含む直近の 6 〜 9 日以内
のツイートを検索できる。【ソース 5】
のロジックでは、影響度が高いツイート
を絞り込むため、「リツイート数が一定
以上」「いいね数が一定以上」「日本語の
ツイートに限定」という条件も付けられ
るようにしている。
【図 21】 の 明 細 は「Enterprise 

Connectors」 と い う キ ー ワ ー ド で、
Twitter 検索を行った結果である。

検索結果は、レコードの作成日時が新
しい順（ツイートが新しい順、最近フォ
ローされた順など）や、Twitter が独自
に判断した影響度順で表示されており、
ORDER BY 句やインデックスの指定は
できない。Twitter API には、一定時
間あたりの通信回数に上限が存在するか
らである。一定回数を超えて通信を行う
と、【図 22】のようなエラーが表示され、
しばらく接続不能になる。

たとえば ORDER BY 句を SQL で指
定すること自体は可能だが、その SQL
を実行すると、世界中からリアルタイム
で流れ込む大量のツイートを取得・選別
し続け、結果を表示するより先に、数秒
〜数十秒のうちに通信回数の上限に到達
してエラーになる。

デ ー タ を 並 べ 替 え た い 場 合 は、
TStringList や TClientDataSet などの
FireDAC 接続から切り離されたローカ
ルキャッシュ内に一度データを格納して
から行うとよい。

なお、FireDAC のデフォルト設定で
はデータを 1 回の通信で 50 件ずつ取得
するため、キーワードに対する検索結果
が多い場合は、数分前までの新しいツ

タが自動でセットされる。
ここでセットが必要なパラメータは、

接続目的にあわせて【図 16】のように
設定する。また「②選択行の商品につい
てツイートする」ボタン押下時の処理を、

【ソース3】のように記述する。TFDQuery
を使用して、テーブル「Tweets」に
SQL でレコードを追加するだけで、ツ
イートが送信できる。

Delphi/400 で IBM i からデータを取
得し、【図 17】のように TDBGrid に表
示した状態から、「②選択行の商品につ
いてツイートする」ボタンを押下すると、

【図 18】のようにツイートが送信される。
送信されたツイートにはユニークキーと
なる ID（数字 18 〜 19 桁）が文字型で
採番されており、ブラウザの URL で確
認できる。

送 信 時 の SQL に よ り、「In_Reply_
To_Status_Id」フィールドに別のツイー
トの ID をセットすると、そのツイート
へのリプライになる。またツイートの本
文中に別のツイートの URL「https://
twitter.com/XXX/status/（ ツ イ ー ト
の ID）」を記載すると、そのツイートに
対する引用リツイートになる。

本稿の例では SQL の INSERT 文で
ツイートを送信したが、逆に SQL の
DELETE 文を発行することで、自分が
送信したツイートを削除することも可能
である。その際には、対象ツイートの
ID を WHERE 句に指定する。

なお、それぞれのツイートは FireDAC
接続時に認証を受けたユーザーのアカウ
ントで発信されるため、当然のことなが
ら他人のアカウントになりすますことは
できない。

（3）		Twitter	API を使用した各種データ
の参照方法

次に、Twitter API を使用して各種
テーブルや、キーワードを指定したツ
イートを検索するアプリケーションを作
成する。

Delphi/400 10.2 Tokyo でアプリケー
ションを新規作成し、新しいフォームに

【図 19】のようにコンポーネントを配置
する。【ソース 4】のようにロジックを
記述し、プログラムを実行する。「①タ
イムラインの表示」ボタンを押下すると、

「SELECT * FROM Tweets」 と い う
SQL が発行され、自分（ログイン中の

5-1.   Twitterと連携した情報発信と
解析

最初に、有名人・著名人も数多く利用
するソーシャルメディアの 1 つで、
Google 検索でもヒットしないような口
コ ミ を リ ア ル タ イ ム で 調 べ ら れ る
Twitter の接続、利用方法を紹介する。

（1）		Twitter	API のアプリケーション開
発準備

ま ず、Twitter の 開 発 者 サ イ ト
（https://dev.twitter.com/apps）から、
新しい Twitter Web API を作成する。
開発者サイトにログインしたら、「Create 
an app」ボタンを押し【図 10】、作成す
るアプリケーションのタイトルや使用目
的を英語で入力する。【図 11】

入力が完了したら、Twitter アプリ
ケーション開発に必要な API キーとア
クセストークンを入手できる。【図 12】

【図 13】
なお開発者サイトを利用するにあ

たっては、Twitter の開発者アカウント
の作成が必要である。本稿では作成手順
については割愛するが、Google 等で

「Twitter 開発者アカウント」と検索す
れば、その時点での最新情報が参照でき
るだろう。

（2）		Twitter	API を使用したツイート送
信方法

API を作成したら、次は Delphi/400
側の開発を行う。ここでは、「CData 
Twitter FireDAC Components」を利
用する。Delphi/400 10.2 Tokyo を起動
したら、アプリケーションを新規作成し、
新しいフォームに【図 14】のようにコ
ンポーネントを配置する。

前章の CSV 接続と同様、Delphi/400
で IBM i に接続してデータを取得する
コ ン ポ ー ネ ン ト 群 と、Enterprise 
Connectors で Twitter に接続するコン
ポーネント群をそれぞれ配置する。なお、
Twitter で 使 用 す る コ ネ ク タ ー は、

「TFDPhysCDataTwitterDriverLink」
である。

前 章 の CSV 接 続 と 同 じ よ う に、
TFDConnection をダブルクリックして
FireDAC 接続エディタを開き、ドライ
バ ID に「CDataTwitter」を選択すると、

【図 15】のように接続時の各種パラメー
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図6　CSV操作PGM②（接続パラメータ設定）

図5　CSV操作PGM①（画面設計）
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ドボタンのロジックを記述することで、
このスプレッドシートをプログラム内か
ら直接（ブラウザを起動せずに）、xlsx
や PDF といった形式でダウンロードで
きる。【図 29】【図 30】

ここでも、ダウンロードの実行にはス
トアドプロシージャを使用している。

5-3. Google Driveでのデータ検索
最 後 に、「CData Google Drive 

FireDAC Components」を使用した、
Google Drive のファイル検索について
紹介する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームに【図 31】のようにコン
ポーネントを配置する。

このプログラムでは IBM i と接続し
な い た め、Enterprise Connectors で
Google Drive に接続するコンポーネン
ト群のみをそれぞれ配置する。なお
Google Drive で使用するコネクターは、

「TFDPhysCDataGoogleDriveDriverLi
nk」である。

前 章 ま で と 同 じ よ う に、
TFDConnection をダブルクリックして
FireDAC 接続エディタを開き、ドライ
バ ID に「CDataGoogleDrive」を選択
すると、【図 32】のように接続時の各種
パラメータが自動でセットされる。

テスト接続時では、前章の Google ス
プレッドシートと同様に、【図 26】のよ
うな Google アカウントの認証画面が初
回のみ表示されるので、権限を許可する。

次に、【ソース 8】のようにロジック
を記述する。

Google Drive の検索機能では、通常
のファイル名やファイルの作成日時など
による絞り込みだけでなく、ファイルの
内容を含むフルテキスト検索にも対応し
ている。

たとえば前項で作成した Google スプ
レッドシートで、顧客名に「株式会社吉
田商事」という値をセットしたセルが存
在するが、Google Drive 側で検索条件
に「吉田商事」と入力することで、セル
の内容に「吉田商事」が含まれるスプレッ
ドシートを検索結果として表示させられ
る。【図 33】

これは Google スプレッドシートの
ファイル保存先が Google Drive になっ

の Google アカウントでの接続を前提と
するため、【図 25】に記載の設定のみ行
えばよい。

FireDAC 接続エディタの画面で、設
定変更後に「テスト」ボタンを押すと、
ブラウザが起動して【図 26】のような
認証画面が表示されるので、このタイミ
ングで Google アカウントへの権限を許
可しておく（認証が必要なのは初回接続
時のみ）。

この認証により、各処理はログイン中
の自身の Google アカウントとして行わ
れる。したがって、完成したアプリケー
ションを別の Google アカウントでログ
インした別の PC から起動した場合、初
回接続時に同じようにブラウザが立ち上
がり、【図 26】の認証画面が表示される。

本稿のサンプルでは、前章で CSV に
データを出力した際と同じデータを使用
して、【ソース 6】のようにロジックを
記述する。

スプレッドシートの新規作成では、
SQL ではなくストアドプロシージャを
発行している。Enterprise Connectors
では、データの読み書きだけではなく、
ファイルの作成や削除、ダウンロードな
どの処理が行えるようサブメソッドがコ
ネクターごとに用意されており、使用で
きる。

TFDQuery でもストアドプロシー
ジャの発行は可能だが、【ソース 6】の
ように TFDStoredProc で発行するのが
シンプルで効率がよい。Googleスプレッ
ドシートの操作には、今回使用したスプ
レッドシートの新規作成以外にも、シー
トの追加・コピー・削除や書式設定など、
ストアドプロシージャで実現できるメ
ソッドが数多く存在するので、ぜひヘル
プドキュメントで詳細を参照いただきた
い。

また本稿のプログラムでは、出力先ス
プレッドシートの「A」〜「F」という
列番号がそのままフィールド ID となっ
ており、SQL で INSERT 文を発行する
際にもそのように記述する。

完成したプログラムを実行して、「①
出力」ボタンを押すと、ログイン中の
Google アカウントが保持する Google ス
プレッドシートの一覧にファイルが新規
作成され、その中に IBM i から取得した
データがセットされる。【図 27】【図 28】

また、【ソース 7】のようにダウンロー

イートしか表示されないこともある。
このような場合には、【ソース 5】で

指 定 し た よ う に、TFDQuery の
FetchOptions.RowsetSize の設定値を
増やすことで、1 回の通信あたりの取得
レコード数が増え、より多くの取得結果
が得られる。

ここまで Twitter API を利用した
データ送信およびデータ参照の手順を紹
介 し た が、CData Twitter FireDAC 
Components では、目的に合わせたデー
タを解析できるよう、さまざまなテーブ
ルやビューが準備されている。代表的な
ものを、【図 23】に記す。

5-2.   Googleスプレッドシートへの
データ出力

次に、「CData Google Sheets FireDAC 
Components」を使用して、IBM i の売
上データを「Google スプレッドシート」
に出力する例を紹介する。また、出力し
た Google ドライブ上のスプレッドシー
トを、ローカルファイルとしてダウン
ロードする方法もあわせて紹介する。

これまで IBM i のデータを出力する
場合、ローカル PC 上に CSV ファイル
や Excel ファイルで出力することが多
かったが、クラウド上のGoogleスプレッ
ドシートにデータが出力できれば、ファ
イルの共有や同時編集など利便性が向上
する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームに、【図 24】のようにコン
ポーネントを配置する。

前章と同様、Delphi/400 で IBM i に
接続してデータを取得するコンポーネント
群と、Enterprise Connectors で Google
スプレッドシートに接続するコンポーネ
ント群をそれぞれ配置する。

なお Google スプレッドシートで使用
するコネクターは、「TFDPhysCDataG
oogleSheetsDriverLink」である。

前章と同じように、TFDConnection
をダブルクリックして FireDAC 接続エ
デ ィ タ を 開 き、 ド ラ イ バ ID に

「CDataGoogleSheets」を選択すると、
【図 25】のように接続時の各種パラメー
タが自動でセットされる。本稿では、現
在使用中の PC でログインしている自身
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図8　CSV操作PGM④（SELECTで内容表示）

ソース1

図7　CSV操作PGM③（CSVファイル設計）
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ているためで、同じ Google アカウント
であれば、Google Drive 上からもスプ
レッドシートの内容を参照できる。

前章で、スプレッドシートを新規作成
した際に採番されたファイルの ID も
Google Drive と共通なので、その ID
を含んだ Google Drive のファイル URL
を指定して実行することで、Google ス
プレッドシートで対象のファイルが起動
する。【ソース 9】【図 34】

Google Drive ではこれ以外にも、各
種 SQL やストアドプロシージャを使用
することで、ファイルのアップロード、
ダウンロードやファイル名の変更・削除
なども行える。これらの方法もそれぞれ
ヘルプドキュメントに記載されているの
で、ぜひ一度挑戦していただきたい。

6. まとめ
本稿では、Enterprise Connectors を

使用したクラウドサービスとの連携テク
ニックについて紹介した。

今回は Twitter、Google スプレッド
シート、Google Drive という一般によ
く使用されるクラウドサービスを題材に
連 携 方 法 を 紹 介 し た が、Enterprise 
Connectors で は 他 に も Salesforce や
kintone といったエンタープライズ向け
ク ラ ウ ド サ ー ビ ス や、MongoDB、
Amazon DynamoDB といったような
NoSQL データベースなど、これからの
業務システムに多用する多彩なサービス
へのアクセスを可能にしている。

本稿を参考に、さまざまなクラウド
サービスとの連携を検討いただきたい。
な お、 全 コ ネ ク タ ー が 利 用 可 能 な
Enterprise Connectors Plus の購入を
ご検討の場合は、弊社営業までお気軽に
お問い合わせいただければ幸いである。

 M
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ソース2
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図11　Twitter	Web	APIの利用開始②

図10　Twitter	Web	APIの利用開始①

図9　CSV操作PGM⑤（CSVへのINSERT）
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図12　Twitter	Web	APIの利用開始③

図14　Twitterのデータ送信①（画面設計）

図13　Twitter	Web	APIの利用開始④
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図16　Twitterのデータ送信③（接続パラメータ設定）

図15　Twitterのデータ送信②（接続パラメータ設定）
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ソース3
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図18　Twitterのデータ送信⑤（ツイート送信結果）

図17　Twitterのデータ送信④（商品マスタ検索）

図19　Twitterのデータ参照①（画面設計）
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ソース4

図21　Twitterのデータ参照③（参照結果）

図20　Twitterのデータ参照②（参照結果）
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図23　Twitterのデータ参照⑤（テーブル・ビューの一覧）

ソース5

図22　Twitterのデータ参照④（通信回数上限について）

通信回数が規定数を超過すると、エラーで
しばらく（最大15分）接続できなくなる
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図24　Googleスプレッドシート①（画面設計）

図25　Googleスプレッドシート②（接続パラメータ指定）

図26　Googleスプレッドシート③（初回接続時の認証）
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ソース6
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図27　Googleスプレッドシート④（PGM実行時画面）

図28　Googleスプレッドシート⑤（出力結果）
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ソース7

図29　Googleスプレッドシート⑥（ダウンロード）
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図30　Googleスプレッドシート⑦（ダウンロード結果）

図31　Google	Drive①（画面設計）
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図32　Google	Drive②（接続パラメータ設定）

図33　Google	Drive③（フルテキスト検索）
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ソース8

図34　Google	Drive④（ファイルのオープン）

ソース9


